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令和５年度 京都府立福知山高等学校附属中学校 学校経営計画（スクールマネジメントプラン）（ 実施段階 ）

学校経営方針（中期経営目標） 前年度の成果と課題 本年度学校経営の重点（短期経営目標）

府民の期待に応える学校づくり （成果） １ 中高一貫教育の推進
の推進 １ 各学年少人数授業を実施し、きめ細かな指導や専門性 (1) 中高間及び分掌間の連携を図るとともに、中高一体となった

の高い授業展開を通して、学力向上を図ることができた。 校内組織を確立する。
１ 「個を活かし、公に生きる」 その成果として、学力推移調査の結果に結び付けること (2) 中高６年間を見据えて資質・能力を育成するため、中高の接
人間の育成 ができた。また、主体的な学びの育成に向け、タブレッ 続を意識した中学３年間の指導の充実を図る。

トＰＣ等の活用を進めるとともに、オンラインによる授 (3) ６年間を見通しながら生徒の発達段階に応じたきめ細かで、
２ 「グローカルに活躍する」 業を実施するなど、ICT活用を積極的に行った。 組織的な生徒指導体制を確立する。
人間の育成 ２ 総合的な学習の時間「みらい楽」では、社会の抱える ２ 一人一人の学力の向上

課題の解決に向けての取組など、実際に、企業や行政に (1) 少人数授業等のきめ細かな指導を通して、基礎的・基本的な
３ 感じる力、考える力、行動す 要望や提案をするなど主体的に地域や社会と関わり、発 学力の定着を徹底するとともに、わかる喜びを実感させる。
る力、向上する力、関わる力 信しながら学びを深めることができた。さらに、探究活 (2) 「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善を行
（５Ｋ力）の育成 動の成果報告会を実施し、着眼点や手法等を習得すると い、思考力、判断力、表現力を育成する。

ともに、発表することができた。 (3) ＩＣＴを効果的に活用した授業改善を推進する。
４ バランス感覚のある、人間 ３ 部活動加入率は高く、高校と連携しながら活動できた (4) 総合的な学習の時間「みらい楽」や体験活動を通して生徒自
としての総合力をはぐくむ教 部活動もあった。成果として、放送部が全国大会最優秀 らが課題を設定し、探究の楽しさを実感させ、社会や地域の課
育の推進 賞を受賞したり、多くの部活動で市内大会３位以内とい 題解決に主体的に取り組む姿勢を養う。

った結果で表彰を受けたりした。また、中学の部活動引 ３ 「福高コラボ」の推進
退後も切れ目なく高校の部活動で活動するなど、６年間 各種行事や部活動、生徒会活動等での協働活動を通して、異年
を見通した部活動運営ができた。生徒会活動においても、 齢との関わりから学び、刺激を受け、成長できるような、中高一
生徒が活発に運営した。 貫教育校ならではのコラボを実施する。

４ 長期休業中の三者面談や日常的な家庭との連携を密に ４ 健やかな身体と豊かな人間性の育成
にとることで、信頼関係を築くことができた。 学級活動や学校行事、部活動、伝統文化体験授業等を通して、

５ 学校説明会や「附属中だより」の発行を効果的に行い、 心身を鍛えるとともに、仲間づくりの大切さに気づかせ、人権意
志願者人数を前年度比で増加させることができた。 識や規範意識、思いやりの心を育む。

（課題） ５ 学校組織の改善と見直し
１ ６年間を見通した中高一貫教育をより充実させ、中高 教職員の資質・能力の向上と、学校全体の教育力向上のため、
一体となった校内組織を確立するため、組織としての動 中高、各分掌、各教科の在り方を含めた業務改善と効率化を図る。
きを高め、効率的に教育の質を高めていけるようにする。 ６ 適正な学校運営と安心・安全な学校づくり

２ 日常の動線を中高同じにする機会を増やしたり、行事 全教職員が危機管理意識や防災意識を持ち、学校全体を見通し
等福高生と中学生が関わる機会を積極的に設けるなど、 た危険個所の早期発見や日々の点検に努め、適正な学校運営にあ
中高一貫教育校ならではのコラボを充実させる。 たる。学校防災や感染症対応など、生徒・保護者・教職員が共通認

３ 中学や高校（本校・分校）、各分掌、各教科間での OJ 識をもち、危機管理体制を確立し、安心・安全な学校を作る。
Tをさらに推進し、学校全体の教育力向上に向け教職員 ７ 家庭・地域・関係機関との連携の強化
の資質・能力の向上が図れるようにする。 (1) 積極的に家庭連絡・家庭訪問を行うなど、家庭との連携を密

４ 学校防災や感染症対応など、生徒及び教職員が危機管 にして信頼関係を築く。
理意識を高めていけるよう安心・安全な学校づくりに努 (2) 地域学習や地域連携活動等を通して、積極的に地域や外部機
めていく。 関と関わろうとする姿勢と行動力を育む。
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評価領域 重点目標（取組の重点課題） 具 体 的 方 策 評価 成果と課題

組織・運営 【 中高の接続を意識した指導の充実 】 中高６年間で育む資質・能力を意識した指導の充実を 【学力向上に関わって】
６年間を見通しながら、ICTや少人数授 図ることを通じて、生徒の発達段階に応じた、深い学び ・年度末評価がＡ,Ｂの教科は、

業を効果的に行い、基礎的な学力の定着の を実現していく。 全10教科中９教科であった。
徹底及び探究的な視点からの学びを充実さ 【 学校経営計画（実施段階）を指標とする。 】 Ｂ ・生徒が学力向上に対する取組が
せる。 〔年度末評価 Ａ,Ｂ評価の教科数（全10教科）〕 十分だと思っている割合は93.2%

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ であった。
10教科 9・8教科 7・6教科 5教科以下 ・学力向上に関して保護者が91％

Ｂ で生徒の方が数値が高くなった。
【 学校評価アンケート（生徒）を指標とする。 】 効果的なICT活用等を通じて授業
〔本校は学力向上に十分努めていると思う割合〕 Ａ 改善を図り、一層生徒及び保護者

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ の要望に応えていく必要がある。
80％以上 79～60％ 59～45％ 44％以下 【教育力向上に関わって】

Ｂ ・保護者が、本校を魅力的な学校
【 学校全体の教育力向上の視点からの組 業務の平準化を進めるとともに、教職員の資質・能力 だと思っている割合は91.8%であ
織改善 】 の向上を通じて業務改善と効率化を図っていけるように った。
学校全体の教育力向上のため、中高の在 する。 ・内部評価で本校を魅力的だと思

り方を含めた校内体制の確立及び業務の効 【 学校評価アンケート（保護者）を指標とする。 】 Ａ う割合は62.5％であった。
率化を図っていく。 〔本校は魅力的な学校だと思う割合〕 ・保護者の結果からは一定満足感

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ が得られていることが窺える。そ
80％以上 79～60％ 59～45％ 44％以下 の思いを受け一層組織としての連

Ｂ 携を高め、共通認識を持って全校
【 内部評価を指標とする。 】 体制で効率的に教育の質を高めて
〔本校は魅力的な学校だと思う割合〕 Ｂ いく必要がある。
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 【効果的な広報活動に関わって】

80％以上 79～60％ 59～45％ 44％以下 ・今年度における入学者選抜の志
願者倍率は昨年度より大幅に下回

【 効果的な広報活動の充実 】 本校に対する理解や教育活動の充実を図ることで、広 り1.6倍となった。
「附属中だより」や学校説明会等を通じ報や生徒募集につなげていく。 ・年３回の学校説明会が定着し、

て、本校の魅力を効果的に発信しすること ［募集定員に対する志願者数の割合］ Ｃ その中で小学校５年生以下の児童
で生徒募集につなげていく。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ には一定魅力を伝え、来年度に繋

2.5倍以上 2.1倍以上 1.4倍以上 1.4倍未満 げることができた。

教務部 学力向上に向け、主体的・対話的で深い 主体的・対話的で深い学びを実現するため、各学年・ ・授業公開週間など、中学と高
学びを実現するための授業改善を進め、主 教科で行われている指導実践を共有し、生徒の学習意欲 校の校内教職員対象のものに加
体的な学習態度の育成に努める。 を高める指導の工夫改善につなげる。 え、校外の教職員にも授業を公開

［授業アンケート中の主体的な学習活動に関する質問に Ｂ する機会が増え、実践の交流がで
対する生徒の自己評価の平均］ きた。また、指導の工夫につなげ
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ るため、参観授業を中学校部会で
3.6以上 3.0～3.5 2.5～2.9 2.4以下 設定し、主体的に考えて表現させ

Ｃ る授業の進め方や、授業でどのよ
高校と連携して、学習過程の見直しにつ 学習指導の改善が生徒の学習過程の見直しに繋がるよ うな力を付けるのかを考えること

ながるような評価の在り方、ＩＣＴ活用に う、校内での研修の機会を増やし、各教科間や分掌、学 ができた。
向けての研修を進める。 校全体で教育力向上を目指す。 ・主体的な学習活動に関する質問

［学校評価アンケート（生徒）の学力向上に関する取 Ｄ の平均は3.4，学力向上に関する
組の上位の割合］ 取組の上位の割合は93.1％であっ
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ た。

98%以上 96％以上 94％以上 93％以下

生徒指導部 明るく元気に挨拶を交わし、身だしなみ 挨拶、身だしなみについて意識を高められるように、 ・挨拶、身だしなみ等マナーにつ
を整えることで、よりよい人間関係を築き、日常的に教員から積極的に声掛けを行う。 いてのアンケート結果は、プラス
社会性を育む。 ［アンケートで、プラス評価の割合の平均値］ Ａ 評価の平均が86.2％であり、各学

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 年とも高い評価であった。日頃か
80%以上 80%～65% 65%～50% 50%未満 ら声掛けすることで規範意識を高

められたと思う。
交通安全に関わるルールの遵守や通学マ 通学マナーの向上を呼びかけ,交通事故の防止や他者 ・通学マナーについてのアンケー

ナーの向上に向けた指導を行い、交通事故 をおもいやる行動などの啓発運動をする。 ト結果は、プラス評価の平均が65.
防止に努める。 ［アンケートで、プラス評価の割合の平均値］ Ｂ Ａ 1％であった。今年度は交通事故

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ の件数が減ったが、外部から並列
80%以上 80%～65% 65～50% 50%未満 走行などのご指摘が数件あった。

その都度、注意喚起をしたが、定
「行動する力」「関わる力」を始め、５つ 生徒会執行部及び各委員会で学校生活の充実に向けた 期的に安全運転等を心掛けるよう
の力の育成のため、生徒会執行部を中心と 取組を行う。 啓発運動をすると良かった。また、
する委員会活動の活性化を図り、主体性と ［アンケートで、プラス評価の割合の平均値］ 電車やバスの乗車マナーについて
協調性を育む。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ も定期的にマナー改善を促す運動

80%以上 80%～65% 65%～50% 50%未満 ができればよかった。
Ａ ・生徒会活動は昨年度に比べて活

動の回数が増え、全体的に活発に
活動ができてきた印象である。生
徒アンケートのプラス評価の平均
が85.2％であった。今後も生徒会
を中心とした活動を継続させたい。

進路指導部 進路意識を向上させ、夢や希望を持って 高校進学後の展望と、大学進学、そして大学卒業後の ・高校、大学進学や将来の夢につ
高校進学に臨むように指導する。 進路の見通しを持たせる。 いて考えることができた中３生徒

[進路学習後のアンケートで、高校・大学進学や将来の の割合は85%であった。今後は、
夢について“考えることができた”と答えた生徒の割合] 外部講師による講演だけではな

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ く、６年間を見通した具体的な目
80％以上 65%以上 50%以上 50％未満 標を考える機会を設けたり、校内

80%未満 65%未満 での継続的な取組を実践したりす
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Ｂ ることが必要である。
高等学校における進路指導の実際を知り、早期から大 ・中２では、官民の視点から職業
学進学や大学進学後の就職を意識したキャリア教育を 講演、ワークショップを実施する
推進する。 ことができ、「働くこと」は「人
[大学進学を意識した進路学習の回数] Ｃ Ｂ を幸せにすること」など自分なり

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ の職業観を半数の生徒に持たせる
６回以上 ４～５回 ２～３回 １回以下 ことができた。(55％)

・中３はベネッセによる講演会や
職場体験学習などを計画し、職業観を 職場体験学習を通して、自分自身の職業観を考えさせる。 高校教員による入試問題の解説を

身に付けさせるとともに将来地域社会に貢 [職場体験学習後のアンケートで、“職業観が定まって 通して、高校進学へ向けての心構
献する人材となるべき資質・能力・態度を いる”と答えた生徒の割合] Ｃ えを意識させることができた。
身に付けさせる。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

80%以上 65%以上 50%以上 50%未満
80%未満 65%未満

保健部 生徒が健やかで安心・安全な学校生活 ・生徒が健康で安全な学校生活を送ることができるよ ・感染症対策や健康診断等、時
を送ることができるよう、自らの健康や う、病気や怪我の予防、また、授業・部活動・登下 機に応じた「ほけんだより」「安
安全に対する意識の向上を図る。 校時の災害防止に努める。定期的に「ほけんだより」、 全だより」を発行することがで

「安全だより」を発行し、健康、安全に関する注意 きた。「ほけんだより」13号、「安
喚起を行う。 全だより」8号まで発行した。

・新型コロナウイルス等感染症の拡大防止のため、啓発 ・視力検査は４月と１０月の年
活動、健康観察、体調不良者への対応等に全校体制で Ｂ ２回実施した。２回目の検診で
取り組むことができるよう、情報提供や提案を行う。 受診した生徒もおり、生徒の受

・健康診断結果に基づく要治療・再検生徒の受診率の向 診率は３８％であった。検診後、
上を目指す。 保健委員会で、目の健康につい

［眼科 視力検査で裸眼視力がB・C・Dの生徒の受診率］ て調べ、集会で発表することで
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 主体的に考え、実行に移してい

50％以上 49～30％ 29～20％ 19％未満 Ｂ くことに繋がった。保健委員会
の活動回数は、ランチミーティ

環境教育の充実を図り、校内美化に対 ・教室、トイレ、廊下等、校内の清掃、また感染症予 ングを複数回実施するなど、１
する意識を高め、学習環境作りに努める。 防のための消毒を行い、校内の衛生管理に努める。 ０回以上行った。感染対策とし

・保健委員による校内の衛生管理活動等を企画して行 て、換気の励行を促すこともで
い、校内美化に対する生徒の意識を高める。 きた。
［保健委員会の年間活動回数］ Ａ ・学年をまたがって縦割りで班

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 編制しての清掃を発案し、計画
10回 9～7回 6～4回 3回未満 ・実施するなど学年のつながり

を意識して活動をし、美化への
関心を深めることができた。

人権教育部 様々な人権問題についての正しい理解や 学年部や他分掌の連携を深め、人権学習の教材や指導 ・人権学習は６月と２月に実施し
認識を深め、人権尊重の実践的態度を養う。方法の改善に努める。 た。学年と連携し、資料や指導案
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［学校評価アンケート Ａ の更新を行った。また、今年度は、
生徒の人権学習に対するプラス評価平均］ 中丹支援学校及び日新中学校の支

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 援学級との交流会を本校で実施し
90%以上 80%以上 75%以上 75%未満 た。１年生が人権学習で学んだこ

とを活かし、相手のことを考えた
教職員の人権意識の高揚を図り、指導力 教職員人権研修を充実させ、教職員の指導力の向上 Ａ 行動を実践することができた。

の向上に努める。 を図る。 ・教職員の人権研修は高校と同
［教職員人権研修の実施］ Ａ 様に実施した。新たな講師に依頼
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ し、貴重な話を聞いて、研修を行
３回 ２回 １回 ０回 うことができた。

総務企画部 本校の特色ある取組や、生徒の充実し 在校生とその保護者に本校の活動の様子をよりよく知 ・本校の教育内容を知ってもら
た学校生活の様子を地域の方や小学生ま ってもらうように、分掌内外の連携を強化し、ホームペ うために、多岐にわたる内容をよ
たその保護者等に正しく知ってもらえる ージや福高タイムズ等を媒体に積極的に情報発信するこ り積極的にホームページに掲載す
よう広報誌(附属中だより、附属中案内) とで広報に関する満足度を高める。 ることができた。また、福中タイ
やホームページ等による情報発信、各種 ［学校評価アンケート(保護者用)問11｢ホームページ等 Ｂ ムズについては高校生との対談を
説明会を工夫し、発展させる。また本校 広報｣におけるプラス評価の割合(全学年の平均値)］ 通して生徒たちの思いを深掘りす
生徒・保護者に対しても同様に本校の取 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ るような内容を発信することがで
組等をこれまで以上に知ってもらうよう広 90％以上 80％以上 70％以上 70％未満 きた。
報誌(福中タイムズ)の配信、ホームページ
等の更新等に努める。 ホームページや広報誌(附属中だより、附属中案内)、 ・広報物については本校の教育に

小学生対象の説明会等の広報に関わる様々な取組の内容 Ｃ ついてわかりやすく伝わるようよ
や方法を改善していくことで、本校の魅力を正しく知っ り工夫して作成することができ
てもらうよう努め、志願者の増加を目指す。 Ｄ た。また、各種説明会も参加者の
[志願者数] 高い満足度を得ることができた

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ が、募集人数の増加に繋げること
85人以上 75人以上 70人以上 70人未満 はできなかった。

分掌内外の連携を密にし、高校と附属中 部会を定期的に開催し、また日常的に部内の意思疎通 ・年間を通じて部会を定期的に設
学校の広報や生徒募集を有機的に機能させ を図ることで、部全体が共通認識を持ち、協力体制のも 定するとともに、日常的にコミニ
る。 と業務に取り組んでいけるよう努める。 ュケーションを密にすることで、

[分掌会議の実施回数（作業を除く）] Ｂ 部員同士の意思疎通を図りながら
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 業務に取り組むことができた。

40回以上 35回以上 30回以上 30回未満

みらい探究 みらい楽において身につけさせたい力 みらい楽において、課題研究に必要なスキル、研究の ・観点１について
部 を明確にし、それらの力がどれぐらい身 進め方や発表の仕方、評価の方法等を工夫・改善し、よ 1年生は「地球環境問題」、２年

についたのか確認し、今後改善していく り系統的で深い学びとするための学習計画を作成する。 生は「働くとは」、３年生は「地
部分を明確にすることで、生徒が主体的 Ａ 域課題解決」を、テーマ設定し
に学ぶ力を高める。 ［担当者の評価による計画と実施内容の達成度］ 活動した。各学年とも系統的な

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 学習計画を策定し、ほぼ計画通
90％以上 80％以上 70％以上 70％未満 りに実施することができた。
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・観点２について
初期の値が高く、設定自体が適

みらい楽における探究活動を通して課題発見・解決 切でなかった。数値の変化を見る
力、情報収集力、論理的思考力、コミュニケーション力、 Ｄ Ｂ と、学年が上がるごとに数値が向
表現力など汎用的な力の育成を目指す。 上している。これは、プロジェク
［生徒の自己評価によるスキル向上平均値］ ト学習の効果が表れていることが

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 考えられる。
4.0以上 3.0以上 2.0以上 2.0未満 ・観点３について

土曜講座については、全44講座
土曜講座を通して、学校における授業 生徒のさらなる成長を支え、興味を持って主体的に学 中、40講座が附属中生も参加可

の深化・発展や基礎補充、地域における 習に向かう力を向上させるために積極的に土曜講座を活 能な講座として設定され、のべ5
多様な学習や体験等ができる豊かな学び 用する。 5名の附属中生が参加した。学年
の環境を提供する。 ［土曜講座に参加した附属中生徒数］ Ａ ごとにばらつきがあるので、分掌

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ から各担任の先生へアナウンスを
30以上 25以上 20以上 20未満 こまめにしていきたい。

図書 読書活動を推進し、５つの力を基盤と 豊かな読書活動を推進するために、図書委員会が図書 ・生徒の探究活動や読書活動の推
視聴覚部 した「知識に裏付けされた判断力」「豊か 館と学級の架け橋となるよう支援する。 進に向けて、関連図書や資料の貸

な表現力」「感性を磨く力」を育成する。 学年、分掌、教科と連携し、図書館活用の機会を増や 出を行い、学習の充実を図ること
すとともに、活用内容の充実を図る。 Ｂ ができた。探究活動以外では３つ
［授業での図書館活用回数（みらい楽を除く）］ の教科で図書館活用があった。学

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 校でのICT活用の現状と課題をふ
40回以上 30～39回 20～29回 19回以下 まえ、図書館でできることを検討

Ｂ していきたい。〔探究活動以外での
ＰＴＡ活動を推進し、保護者や府民の学 ＰＴＡ活動が円滑に運営されるよう、事務局としての 図書館活用回数32回〕

校理解につなげる。 役割を果たす。学校行事やＰＴＡ活動について「さくら ・ＰＴＡ活動については、会員の
連絡網」を活用した、継続的かつ安定的な情報発信を行 皆様の御協力のもと、朝の交通立
うとともに、機能充実に努める。 ち番や進路講演会の運営、校内の
［保護者対象学校評価アンケートのＰＴＡ活動に対する 安全点検、福高祭での飲料の配布
プラス評価］ Ｃ など、各専門部の事業を予定どお

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ り実施することができた。今後も
80％以上 70～79％ 60～69％ 60％未満 活動が円滑に運営されるよう連

携していきたい。〔ＰＴＡ活動に対
するプラス評価68.7％〕

第１学年 中高一貫教育校であることを実感し、充 高校生との交流や協働活動を充実させるとともに、生 ・学力向上の取組、悩み・不安の
実した学級生活が送れるような学級経営を 徒指導、教育相談等を適切に行い、生徒を生かす学級経 解消で97％という高いプラス評価
行う。 営に努める。 Ａ が得られた。この結果から生徒指

【学校評価アンケート(学力向上、悩み不安の解消、福 導や教育相談等を適切に行い、個
高コラボ)に対するプラス評価平均値の割合】 を大切にする学級経営ができたと
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 言える。
80％以上 70％以上 60％以上 60％未満 ・福高コラボでは、70％という昨

Ｃ 年度より高い数値ではあるもの
総合的な学習の時間「みらい楽」を通し 総合的な学習の時間「みらい楽」の時間を活用し、 の、上記の項目に比べ低い結果と

て、他者との対話を重ね、様々な立場の考フィールドワークや書籍、インターネットを通して、グ なった。学校祭だけでなく、他の
え方に触れながら、問題をよりよく解決す ローカルな視点で課題を捉え、グループや個人での探 場面でも高校生と協働した活動が
るための資質・能力を育む。 究学習を実施する。 Ｄ できないか来年度以降は検討が必

【生徒の自己評価によるスキル向上平均値】 要である。
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ・｢みらい楽｣では、地球環境問題

2.0以上 1.5以上 1.0以上 1.0未満 に取り組み、探究活動を実施で
きた。

第２学年 中高一貫教育校であることを実感し、充 高校生との交流や協働活動を充実させるとともに、生 ・学力向上の取組、悩み・不安の
実した学級生活が送れるような学級経営を 徒指導、教育相談等を適切に行い、生徒を生かす学級経 解消では、高いプラス評価が得ら
行う。 営に努める。 れた。特に悩み・不安の解消では、

【学校評価アンケート(学力向上、悩み不安の解消、福 97％の生徒がプラスの評価をして
高コラボ)に対するプラス評価平均値の割合】 Ｂ おり、丁寧な生徒指導や教育相談

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 等を行った結果と考えられる。
80％以上 70％以上 60％以上 60％未満 ・一方、福高コラボでは半分を下

回り、学校祭だけではなく他の場
面での高校生との協働活動を来年

Ｃ 度見いだしていく必要がある。
総合的な学習の時間｢みらい楽｣を通し 総合的な学習の時間｢みらい楽｣の時間を活用し、課題 ・｢働くことは人を幸せにするこ

て、他者との対話を重ね、様々な考え方に 解決型学習の手法を取り入れた探究学習を実施する。 と｣をテーマに｢しあわせプラン｣
触れながら｢人はなぜ働くのか｣という問い また、職場体験も実施する。 を提供するという目標に向かっ
に対する納得解を見出す。 【生徒の自己評価によるスキル向上平均値】 Ｄ て、探究活動を実施することがで

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ きた。また、株式会社カルビー様、
2.0以上 1.5以上 1.0以上 1.0未満 福知山市役所様に御協力いただ

き、ワークショップを通して学び
を深めることができた。

第３学年 中高一貫教育校であることを実感し、充 高校生との交流や協働活動を充実させるとともに、生 ・学力向上の取組、悩み・不安の
実した学級生活が送れるような学級経営を 徒指導、教育相談等を適切に行い、生徒を生かす学級経 解消では、高いプラス評価が得ら
行う。 営に努める。 れた。この結果から｢個｣を大切に

【学校評価アンケート(学力向上、悩み不安の解消、福 Ｂ した学級経営、丁寧な生徒指導や
高コラボ)に対するプラス評価平均値の割合】 教育相談等が行われたと言える。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ・一方、福高コラボでは38％とい
80％ 70％ 60％ 50％ う低い結果になり、学校祭だけで

Ｃ なく、他の活動場面で高校生との
総合的な学習の時間｢みらい楽｣を通し 総合的な学習の時間「みらい楽」の時間を活用し、課 協働活動ができるよう検討してい

て、様々な考え方に触れながら、地域社会題解決型学習の手法を取り入れた探究学習を実施する。 かなければならない。
の現状や課題を分析し、解決策を考え実行 ・｢地域の課題解決｣をテーマに
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する資質・能力を育む。 設定し、創意工夫を凝らした魅
【生徒の自己評価によるスキル向上平均値】 Ｄ 力ある企画を立案、運営をする

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ことができた。
2.0以上 1.5以上 1.0以上 1.0未満

事務部 安心・安全な学校を維持し、管理を徹底 危機管理意識を持ち、危険箇所の早期発見・早期改修 ・危険箇所の早期発見に努め、校
する。 に努める。 舎西側及び南側の老朽化が激しい

［危険箇所に対する改修率］ Ｂ 駐輪場の撤去及び北側駐輪場のト
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ タン張り替え等を実施した。

90％以上 89～70％ 69～50％ 50％未満 ・感染症対策として、老朽換気扇
の更新及びHR教室に網戸の設置を

学校経営方針を推進するため、各分掌 各分掌・教科と連携を密にし、教育的効果のある予算 設置を実施した。
・教科と連携し、効果的な予算執行を行 執行を行う。学校経営を推進し、本校教育に即した予算 ・運営費の執行に当たっては、光
う。 計画を立案し、確実に執行する。 Ｂ Ｂ 熱水費が高騰する中、費用対効果

［教科・分掌の予算執行満足度］ を見極めた執行に努めた。
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ・丁寧な窓口・電話対応で、円滑

90％以上 89～70％ 69～50％ 50％未満 な学校運営に努めた。
・限られた予算で、まだ必要な修

丁寧、的確及び迅速な窓口業務・電話 府民との窓口になる対応を丁寧かつ的確、迅速に行 繕箇所等があり、今後も一層予算
対応を行う。 い、円滑な学校運営に努める。 Ｂ 確保に努め安心安全な学校づくり

に努めたい。

国語科 主体的・対話的で深い学びからの授業改 既習の事項や考え方を生かした表現活動を充実させ、 ・ICTも活用して、丁寧な作文指
善や、ICTの活用などにより、生徒が意欲 思考への意欲を高めるような言語活動を設定する。 導などを行い、論理的な思考力や
的に思考し、表現しようと思える指導の工 Ｃ 表現力を高めることができた。ま
夫改善に努める。 ［「授業に意欲的に取り組めている」の割合] た、漢字などの小テストに加えて、

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 授業の振り返りも取り入れ、単元
3.6以上 3.3以上 3.0以上 2.9以下 ごとに目標を意識して学習に取り

Ｂ 組ませることができた。
生徒の言語文化に対する関心を深め、基 単元の中で重点的に扱う指導事項を検討し、知識・ ・「授業に意欲的に取り組めてい

本的な語彙力等の定着を図る。 技能の定着を図る。小テストなどを活用して、家庭学 る」は3.2、「授業中に「分かっ
習の方法を改善させる。［「授業中に「分かった」「できた」 Ｂ た」「できた」と思うことがよく
と思うことがよくある」の割合] ある」は3.4であった。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
3.6以上 3.3以上 3.0以上 2.9以下

社会科 身近な問題から国際的な分野に関することま 授業の中でICTを効果的に活用し、指導方法の改善を ・タブレットを活用して、写真や
で、社会的事象に関して関心・意欲を高めたう 図りながら、学力向上につなげていく。習得した知識・ 資料を提示し、気づきや疑問を出
えで、生徒が「見方・考え方」を働かせる機会 技能が生きて働く力となるように、活用の場面を適切に し合うことで課題を共有し、知識
を適切に設定し、思考力・判断力・表現力を高 設定していく。 Ａ や技能を習得させるだけではない
める。また高校との連携をはかり、次のステッ ［授業アンケートの中の「先生の教え方に工夫が感じられ、自分自身の 深い学びとなる授業を意識した。
プにつながるように知識・技能を習得させる。 理解を深められている」に対する生徒の自己評価の平均］ ・新聞スクラップや新聞作成の取
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組を通して、社会的事象への関心
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ を高め、学んだ内容を表現する機

3.6以上 3.0～3.5 2.5～2.9 2.4以下 会を設けた。
Ｂ ・全ての単元・授業で学習課題を

様々な課題（グローバルな課題から地域課題まで）を 設定して授業を展開し、社会的事
主体的・協働的に発見・探究するための学習機会を設け 象の意味や相互の関係を考察した
る。 り、話し合ったりし、解決に向け
［各学年の課題解決型授業の実施回数］ Ｂ て選択・判断する機会を設けた。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ・各学年長期休みにフィールドワ
12回以上 11～９回 ８～６回 ５回以下 ークを実施するなど、社会的事象

に関心を高める取組を実施できた。

数学科 主体的な態度で学習に励む生徒を育成 学ぶことやわかることが楽しいと感じられるように、 ・３学年のアンケート結果の平均
し、社会の変化に対応できる学力を養成す 主体的に考えられる機会を大切にした授業を展開する。 は88.8％であった。授業の難易度
る。 は高いと感じたり、数学は苦手だ

[学ぶことやわかることが楽しいと感じる生徒の割合] Ａ と感じる人は少なくないが、授業
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ を楽しく受けられ、数学を純粋に

75%以上 50%～75% 30%～50% 30%以下 楽しく学べている割合は高いと判
Ａ 断できる。今後は、基礎基本の定

学習意欲を高める指導の工夫と改善を推 デジタル教科書を使った授業を始めとし、ＩＣＴの活 着と発展的な学習のバランスをと
進する。 用についての交流を図り、効果的な使い方を実践しなが りながら附属中ならではの手法で

ら交流を図る。 Ａ 授業を展開していきたい。
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

図れた。 まあまあ図れた。 あまり図れなかった。 図れなかった。

理科 質の高い学力の定着を図るための集団づ 学習の達成度を的確に把握して評価を行う。また、 ・ほぼ毎回の授業で全学年ともグ
くり・環境づくりに努める。 生徒相互の討議や教え合い学習など生徒自らが学ぶ ループ討議がなされており、受動

授業づくりに努める。 的ではなく能動的な授業実践がで
観察や実験などを小グループで行い、すべての生 きた。それにより、思考力を育ん

徒が学習活動に参加しやすい条件づくりに努める。 Ａ だり、また疑問を出し合うことで
［グループ学習等を取り入れた授業の実施回数］ 主体的に学習する生徒の育成につ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ながった。高校内容やICTを利用
週3以上 週2以上 月4以上 月2以下 して教科書外の内容を理解し、ア

Ａ ウトプットする展開が多いため、
中高６年間を見通しながら、生徒の興味、 高校で使用する教材・教具の活用に加え、ＩＣＴ等も 思考力が高まる一方、思考問題に

関心、意欲を高め、主体的に学ぶ態度を育 活用しながら、自然事物についての興味・関心を高める。 頭を悩ます生徒も一定数おり、手
成する。 Ａ 立てが不十分なこともあった。

［理科の学習が「好き」または「まあ好き」の割合］
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

95%以上 94～90% 89～80% 80%未満
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音楽科 歌唱・器楽の演奏能力の向上を図るとと ［授業アンケートで「分かった」「できた」と思うこと ・授業アンケートの結果が他教科
もに、創作・鑑賞の知識やその基礎力の充 がよくある生徒の割合］ Ｂ に比べて低い数値であった。どの
実を目指す。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 生徒にとっても「分かった」「で

90％以上 89～80％ 79～70％ 69％以下 きた」と思える授業となるよう、
Ｃ 授業作りを工夫していきたい。

創作に意欲を持って取り組み作品を作ったり演奏でき ・１年生ではミニ鑑賞を取り入れ
るように、楽曲の背景を理解し鑑賞する。 ることができたが、２・３年生は

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｃ 昨年並みの曲数しか鑑賞すること
６曲以上 ５～４曲 ３曲 ２～１曲 ができなかった。より多くの経験

ができるように授業の展開方法を
考えていきたい。

美術科 作品制作や鑑賞を通して、思考力、判断 思考力、判断力、表現力を育成するために「鑑賞」や ・作品の制作過程や参考資料を電
力、表現力を育成するため、ICTを活用し 「表現」の授業でICT活用した授業改善を行い、授業に 子黒板に映しながら、授業を展開
た授業改善を推進する。 対する意欲関心を高める。 することで、生徒が流れや見通し

を持って課題に取り組む姿が見ら
［授業アンケートで授業中の説明や指示は分かりやすく、 Ｂ れた。
意欲関心が沸く」と回答した生徒の割合］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ・作品を制作するにあたり、自分
90％以上 89～80％ 79～70％ 69％以下 の考えや思いを言葉でまとめた

Ｂ り、友達の意見を聞いたり、交流
美術作品を鑑賞する喜びを味わせ、感じ 対話型鑑賞等いろいろな方法での鑑賞を行い、「見方、 したりすることで、生徒自身の物

取る力」や「思考力」「言葉による表現力」 感じ方を深める鑑賞」に興味関心を持たせる。 Ａ の見方や考え方を深めることにつ
を育成する。 ［学年末アンケートで鑑賞に興味があると答えた割合］ ながった。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
90％以上 89～80％ 79～70％ 69％以下

保健体育科 ＜体力の向上を図る＞ 体力向上をねらいとし、年間を通して補強運動やトレ ・夏季休業中の課題で体力テス
本校生徒の体力は、京都府平均を下回る ーニング的な活動及びストレッチや柔軟運動を意識した トに向けたトレーニング課題を出

種目があるため、体育授業および体育的行 授業を推進する。 し、個々の課題に応じたトレーニ
事により体力の向上を目指す。 ［２学期以降の授業内にスポーツテストを行い、４月の Ａ ングに取り組ませた。半年での体

測定時から総合点が上昇した人数の割合］ の成長に起因する部分もあると考
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ えられるが、70％以上の生徒で記

70％以上 60～69％ 50～59％ 0%～49% 録の向上が見られた。

＜健康・安全教育の推進＞ 体育・保健の授業を通して、自らの健康と安全に対し ・授業前後には運動の特性に応じた

体育及び体育的行事の事故防止を図る。 ての意識の向上を図る。 準備運動や整理運動を取り入れている

［１年間の事故件数（通院を伴うもの）］ が、活動中の突発的な傷害が発生して

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｂ Ａ しまった。施設や設備の点検も含めて、

0～2件 3～5件 6～8件 9件以上 安全な授業作りを進めていきたい。
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＜ICTの有効的な活用＞ 体育の授業で個人の動きを動画で撮影して視覚的フィ ・主にスキルテストの動画撮影や
一人一台タブレットを効果的に活用し、 ードバックを与えたり、体育や保健の授業で映像資料を レポート作成において活用した。

主体的に学習に取り組む態度（粘り強く取 活用するなど、ＩＣＴを積極的に活用して、生徒の学習 動画を添付し、自己の動きを客観
り組む力・学習を調整する力）の育成につ 内容の理解度を高め、技能の向上を図る。 的にとらえ、合理的な体の動かし
なげる。 ［生徒にアンケートを実施し、「授業でICTが効果的に活 Ａ 方について分析することで主体的

用されていた」の項目で、肯定的に回答した人数の割合］ に学習に取り組む態度の育成に寄
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 与できたと考えている。

90％以上 80～89％ 70～79％ 0～69％

技術･家庭科 生活や技術に関する実践的・体験的な活 生徒に身に付けさせたい課題に関する観点と尺度を明 ・それぞれの課題についてルーブ
動を通して、より良い生活の実現や持続可 確にした学習到達度や評価基準（実物例やルーブリック リックを提示しながら行った。
能な社会の構築に向けて、生活を工夫し創 等）を示し、技能の習得に生かす。 ・木材加工後半では、『自らの作品
造する能力資質を育む。（生活と技術につ ［課題に対する実物例やルーブリック等の作成割合］ を販売するためのCMづくり』を課
いての基礎的な理解とそれらに係る技能を Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 題として設定した。
身に付けさせる。） 80％以上 79～60％ 59～40％ 39％以下 Ｂ Ｂ ・年間を通して、生活を工夫し創

造する能力資質を育むことができ
た。一方で、技術科としての能力
の向上については、課題が残るた
め、引き続き改善していきたい。

英語科 中高６年間を見通して、英語４技能５領 単元ごとに目標を明示し、単元の終わりに生徒が自ら ・２学期の授業評価アンケート
域を総合的に育成する学習指導を行い、情 の学習をふり返る機会を設ける。 「自分の学習活動を振り返り、工
報や考えなどを理解したり表現したり伝え 夫や改善をしながら、粘り強く取
合ったりするなど、積極的にコミュニケー ［２学期授業評価アンケート「自分の学習活動を振り り組んでいる。」の各学年の評価
ションを図ろうとする態度を育成する。 返り、工夫や改善をしながら、粘り強く取り組んで Ｂ での平均が４点満点中3.5点であ

いる。」の割合］ った。今後も、生徒が自ら目標を
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 設定したり、スモールステップで

3.6以上 3.5～3.2 3.1～2.8 2.8未満 成果を感じたりすることができる
Ｂ よう、単元テストやパフォーマン

外国語の知識および技能を活用して自分 自分の考えや気持ちを伝え合うコミュニケーション活 ステストを計画的に実施する。ま
の気持ちや考えを表現したり伝え合ったり動の場を多く展開する。 た、英語を苦手とする生徒への個
することができる力を養う。 ［パフォーマンステストの振り返りアンケート「コミ 別支援も行っていく。

ュニケーションを行う場面や目的、状況などに応じ ・アンケートで85％の生徒が「単
て、自分の気持ちや考えを簡単な言葉で表現したり Ｂ 元で習った表現を活用して気持ち
伝え合ったりすることができた」の割合］ や考えを伝えることができた」と
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 答えた。今後も、知識の定着と、

90%以上 80%以上 70%以上 70%未満 それらを活用する力の育成の両立
が図れるよう、授業改善を行う。
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道徳 道徳の授業を中心に、自分自身を見つめ、 自分自身や自らの属する集団について考え、表現する ・道徳の授業などで、学級内で自
人間としての生き方や周りの仲間や社会と経験を重ねることで、より良い環境を自ら作っていける 己を表現したり、互いに思いを受
の関わりについて考え、表現する経験を積 ようにする。 け入れ合ったりすることができ
ませる。 ［学校評価アンケートにおける、自らの属する集団や自 Ｃ た。そうした経験が、自分の所属

分自身についての、肯定的な評価の割合］ する集団や自分自身に関する肯定
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 的な感情や、学級での活動や行事

95％以上 90％以上 85％以上 85％未満 を円滑に運営することにつながっ
Ｂ ている。

それぞれの内容項目について、生徒が考 担任教師と道徳担当が連携し、指導と評価が円滑に行 ・今年度は、中丹で開催された京
える道徳の授業を行い、道徳的価値に対すわれるようにする。 都府の研究大会に、担任１名を含
る理解を深める。 ［授業内容や評価についての情報交流］ む２名で参加し、道徳の授業の進

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｂ め方や発問の仕方などについて学
25回以上 20回以上 15回以上 15回未満 ぶことができた。

学校関係者 ・学校経営計画から本校における教育活動の安定感を感じる。ただ、評価が厳しすぎると感じるので教職員のモチベーションの面からも評価方法を再
評価委員会 考してみるのも一つの方法である。
による評価 ・生徒や保護者の意見を真摯に受け止めている様子が窺える。できていない点ばかりに着目するのでなく、生徒がどれだけ伸びたかといった視点から

成果があれば教職員全体で共有する事が次への活力に繋がっていく。
・中高の繋がりでは、中学生側からすると先輩に教えてもらうと刺激になり、高校生側からすると教えることで理解が深まる側面がある。そういった
意味では土曜講座等を活用して定期的に学び合いの場面を設定するとwin-winの関係ができるはずである。

・探究的な学びを高校へといった縦の繋がりを発表会だけといったイベント的でなく、定期的に行っていくとさらに学びが深まっていくはずである。
・探究活動を通じて地元のことを深く知ることで地元への愛着を強く感じ、この恩を将来自分が地元に返していきたい。といった感想を生徒がもつの
は深い学びを得たという成果である。

・ホームページが充実していて、生徒たちがいきいき学校生活を送っている様子が伝わってくる。また、校外での各種取組を通じて生徒の自己肯定感
が高まっている様にも感じる。さらにその様子を生徒に伝え、生徒の自信につなげていくことが重要である。

・評価の際には、「評価を集めて終わり」にならによう全体にフィードバックしその評価を次に生かせていくことが重要である。
・情報発信として、学校便りをHPの見やすい位置への設置、本校HPから附属中や分校への接続するバナーの設置など工夫して情報提供する必要がある。

次年度に向 ・中高一貫教育の推進のため、６年間を見据えて中高間及び分掌間の連携を図るとともに、中高一体となった校内組織を確立していく。
けた改善の ・教職員の資質・能力の向上と学校全体の教育力向上のため、学校組織の業務改善と効率化を図っていく。
方向性 ・生徒の資質・能力を育成するため、生徒の発達段階に応じたきめ細かで、組織的な生徒指導体制を確立していく。

・一人一人の学力の向上に向け、少人数授業等のきめ細かな指導を通して、基礎的・基本的な学力の定着を徹底するとともに、わかる喜びを実感させ
る。また、ＩＣＴを効果的に活用しながら「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った指導を行い、思考力、判断力、表現力を育成していく。

・総合的な学習の時間「みらい楽」や各種体験活動を通して探究の楽しさを実感するとともに、自ら課題を設定し社会や地域の課題解決に主体的に取
り組む姿勢を養っていく。

・各種行事や部活動、生徒会活動等での協働活動を通して、異年齢との関わりから学び、刺激を受け、成長できるような、中高一貫教育校ならではの
「福高コラボ」を一層推進していく。

・学級活動や学校行事、部活動、伝統文化体験授業等を通して、健やかな身体と豊かな人間性を育成していくとともに、人権意識や規範意識、思いや
りの心を育んでいく。

・全教職員が危機管理意識を高めるとともに、防災意識を生徒・保護者・教職員が共通認識をもち、学校全体として安心・安全な学校を作っていく。
・家庭との連携を密にして信頼関係を築くとともに、地域学習や地域連携活動等を通して、家庭・地域・関係機関との連携の強化を図っていく。


